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計画通りに人員が配置されている
か
(ポスト数)

①運営体制　課長1(兼務)　主任１　窓口職員4
                     窓口スタッフ8　舞台3
②管理運営　常時3名配置
③舞台　　　　催し物に応じて配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事2　嘱託員1)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事2　嘱託員1)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事2　嘱託員1)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

B

①主幹(課長)1　主任1　窓口職員（主事)4
窓口スタッフ(臨時職員)8　舞台3(主事2　嘱託員1)
②常時3～4名配置
③催し物の内容により1～3名配置

計画通りに有資格者を配置してい
るか(人数)

①防火防災管理者　1名
②自衛消防技術認定　1名
③上級救命技能認定者　1名
④安全衛生推進者　1名
⑤職長・安全衛生責任者教育修了者(舞台)　1
名
⑥舞台照明技術者認定１級(舞台)　1名
⑦舞台機構調整技術士(音響)1級　1名
⑧防災介助士　1名
⑨第2種劇場技術者・進行(舞台)　1名

A

有資格者について計画を上
回る人数を配置し、安定した
施設の運営を行った。
※19人（今期の配置人数）/9
人（計画上の配置人数）
=211%

①1名
②1名
③1名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧2名
⑨1名

A

有資格者について計画を上
回る人数を配置し、安定した
施設の運営を行った。
※19人（今期の配置人数）/9
人（計画上の配置人数）
=211%

①1名
②1名
③1名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧2名
⑨1名

A

人事異動も考慮し、有資格者
について計画を上回る人数を
配置することで安定した施設
の運営を行った。
※22人（今期の配置人数）/9
人（計画上の配置人数）
=244%

①1名
②2名
③2名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧3名
⑨1名

A

年間を通じて有資格者につ
いて計画を上回る人数を配
置し、安定した施設の運営を
行った。
※23人（今期の配置人数）
/9人（計画上の配置人数）
≒255%

①1名
②2名
③2名
④8名
⑤2名
⑥2名
⑦1名
⑧4名
⑨1名

管理業務の実施に係る固有の銀行口座を開設
しているか
【確認資料例：銀行口座】

B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。 B 口座を開設し、継続して使用している。

資金の適正な管理と経理内容の明確化が図ら
れているか
【確認資料例：独立した会計帳簿】

B
資金を適切に管理するとともに、経理内容を明確にして
いる。公益法人会計システムを導入し、総勘定元帳・事
業別元帳により経理状況は明確となっている。

B
資金を適切に管理するとともに、経理内容を明確にして
いる。公益法人会計システムを導入し、総勘定元帳・事
業別元帳により経理状況は明確となっている。

B
資金を適切に管理するとともに、経理内容を明確にして
いる。公益法人会計システムを導入し、総勘定元帳・事
業別元帳により経理状況は明確となっている。

B
資金を適切に管理するとともに、経理内容を明確にして
いる。公益法人会計システムを導入し、総勘定元帳・事
業別元帳により経理状況は明確となっている。

利用料金、使用料の徴収は適正に行われてい
るか
【確認資料例：独立した会計帳簿・日報、月報・
使用料等収納（徴収）事務委託契約書・銀行口
座】

B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。

収支計画が適正であること
収支計画が適正に執行されているか
【確認資料例：事業計画書（収支計画）・事業報
告書】

B

新型コロナウイルス感染症の
影響による休館に伴い、4月
27日～5月31日の期間につ
いては利用料金収入なし（オ
ンライン配信等の利用5件分
を除く）。

利用料金収入4,163,480円　予算比37.3％
(6月単月1,959,550円　単月予算比51.8％)
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い緊急事態
宣言が発出され、4月27日～5月31日を臨時休館とした。
※期中還付352件、取消・還付による減収額5,984,910円

B

7-9月　利用料金収入8,082,090円　期中予算比81.9％
累計　　利用料金収入12,245,570円　累計予算比58.2%
(9月単月　2,493,290円　単月予算比72.5%)
新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴いまん延防
止重点措置及び緊急事態宣言が発出され、夜間利用時
間などを制限した。
※期中還付105件、取消・還付による減収額2,843,624円

B

新型コロナウイルス感染症に
関する還付による減収
（572,634円）が生じていなけ
れば、期中予算を達成してい
た。

10-12月　利用料金収入9,785,790円　期中予算比98.2％
累計　　利用料金収入22,031,360円　累計予算比71.1%
(12月単月　2,947,530円　単月予算比93.0%)
新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のためリバウ
ンド防止措置が発出され、夜間利用時間などを制限し
た。
※期中還付0件、取消・還付による減収額572,634円

B

1-3月　利用料金収入5,837,720円　期中予算比54.3％
累計　利用料金収入27,869,080円(年度予算比66.78％)
年度を通し新型コロナウイルスの感染拡大に伴う一部利
用制限及び利用中止や自粛などの影響を受けた。
※期中還付63件、取消・還付による減収額1,589,846円
【年間累計：還付520件　減収額10,991,014円】

業務を実施するにあたり、適切な人員配置や育
成がなされているか
【確認資料例：事業計画書（人員配置計画）・事
業報告書・研修報告書・実地調査】

A

職場内研修を実施することに
より職員間の知識共有を促
し、安定した施設の管理運営
に資していることを評価する。

臨時休館期間中は感染拡大防止のため、最低限の職員
(1～5名)が出勤し、施設利用取消に伴う電話等の対応や
還付事務手続き、開館に向けての環境整備を行った。
4/12.13　防火防災管理者講習(1名)
6/18　ループアンテナ、ホール音響等研修(4名)

A

様々な研修を実施することで
職員の知識やスキルの向上
を図り、安定した施設の管理
運営を行ったことを評価す
る。

7/13　情報セキュリティ研修(管理職対象)　(1名)
7/21　公益法人会計研修(2名)
8/11　情報発信講習(5名)
8/19.20　サービス介助士資格取得講座(1名)
8/26，29　4月新規採用者へのOJT(催物案内)　(1名)
9/18.25.26　情報セキュリティ(外部講習)　(1名)
9/21　サービス介助士基礎研修(1名)
9/21　決算見込OJT(1名)
9/25　防災介助士取得講座(1名)

A

複数の指定管理施設を運営
しているという財団の特徴を
活かし、部署内外の研修を活
用することで職員の知識やス
キルの向上に努めていること
を評価する。

10/5.12　交通安全研修･情報セキュリティ研修(5名)
10/14.15　会計研修(5名)
10/17　防災介助士取得講座(1名)
10/20　南大沢文化会館避難訓練コンサート(2名)
11/6　サービス介助士基礎講習(1名)
11/9　 管理職研修(1名)
11/18　InterBEE2021国際放送機器展視察(1名)
11/22　財団自主事業運営研修(2名)
11/25　上級救命講習(1名)
11/25.26　自衛消防技術試験講座(1名)　※12/8試験
11/2～30　普通救命講習(AED)(7名)
12/3　デジタル人材育成セミナー(1名)
12/14　環境マネジメント研修(1名)

A

外部研修について積極的に
情報収集し、職員の受講機
会の増加に努めた。また、部
署内の内部研修を実施する
ことで、より職員の育成が図
られたことを評価する。

1/12.13.14　全国劇場音楽堂等職員アートマネジメント研
修会(4名)
1/16　音響レクチャー①「資料と現場を知る」※内部研修
(2名)
1/17　サービス介助士フォローアップ研修(2名)
1/20　R3年度新規採用職員研修(1名)
1/23　音響レクチャー②「操作案内」※内部研修(4名)
2/9.10.17　R4新規導入備品操作研修※内部研修(4名)
2/18　会計研修※財団内部研修(1名)
3/4　「広報と地域メディアの活用」(1名)

年間を通して外部研修の情報に注視し積極的に参加をし
た。特にオンライン研修が増えたことにより参加の機会が
増加している。内部研修によるスキル・知識の共有も意
識して行った。

給与の支出が適切に行われているか
【確認資料例：給与規程・賃金台帳】

B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。 B 適切に行っている。

事業者の経営状況が健全な状態であるか
【確認資料例：財務諸表・財務評価表】

B

新型コロナウイルスの影響による休館や利用制限のた
め、利用料金収入は予算を達成しなかった。
この状況を踏まえ財団内執行会議において経営状況を
情報共有し、時間外勤務の原則禁止等で経費削減の取
組を強化している。

B

新型コロナウイルスの影響による利用制限や催し物の中
止のため、利用料金収入は予算を達成しなかった。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況を
情報共有し、時間外勤務の原則禁止等で経費削減の取
組を強化している。また、文化庁の補助金やオリンピック
で使用された備品の後利用などに申し込み、新たな補助
金と備品の確保に努めた。

B

新型コロナウイルスの影響による利用制限や催し物の中
止のため、利用料金収入は予算を達成しなかった。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況を
情報共有し、時間外勤務の原則禁止等で経費削減の取
組を強化している。オリンピックで使用された備品の後利
用などに申し込み、備品の確保に努めた。第二四半期で
申請していた文化庁の補助金申請は交付を受けることが
決定した。

B

新型コロナウイルスの影響による利用制限や催し物の中
止のため、利用料金収入は予算を達成しなかった。
この状況を踏まえ財団内執行会議において収支状況を
情報共有し、消耗品の執行保留や時間外勤務の原則禁
止等で経費削減の取組を強化している。オリンピックや
閉館予定施設等の備品の後利用を積極的に申し込むこ
とで備品の確保に努め、文化庁補助金にも申請を行い資
金の確保に注力した。

業務の一括委託が行われていないか
【確認資料例：第三者への一部事務委託に関す
る承諾書・事業報告書・実地調査・会計帳簿】

B
第三者への一部業務委託については市に協議をしてい
る。

B
第三者への一部業務委託については市に協議をしてい
る。

B
第三者への一部業務委託については市に協議をしてい
る。

B
第三者への一部業務委託については市に協議をしてい
る。

計画どおりに設備・備品点検が行
われているか（回数）

設備点検（定期点検）回数37回/年
・舞台設備7回
舞台機構3回(6･10・2月）、音響設備1回(9月)、
照明設備1回(7月)、
映写設備1回(12月)、ロールバックチェア1回(7
月)
・電動シャッター1回(2月)
・電気設備12回(毎月)
・空調設備2回(5月・11月）
・冷水器12回(毎月)
備品点検　ピアノ3台各1回(2月）

B

9回実施
年間計画の通り実施した。
【内訳】舞台設備　2回
(舞台機構1回・ロールバックチェア1回)
その他設備　7回
(電気設備3回、空調設備1回、冷水器3回)

B

8回実施
年間計画を一部変更し実施した。
※当初7月に実施予定だった照明設備点検は2月の休館
日に実施する。

【内訳】舞台設備1回(音響設備)
ピアノ保守1回(交流サロン)
その他設備　6回
(電気設備3回、冷水器3回)

B

8回実施
年間計画を一部変更し実施した。
※当初7月に実施予定だった照明設備点検は2月の休館
日に実施する。

【内訳】舞台設備1回(舞台機構)
その他設備　7回
(電気設備3回、空調設備1回、冷水器3回)

B

12回実施【年間累計：37回】
年間計画を一部変更し実施した。
※当初7月に実施予定だった照明設備点検と、12月に予
定していた映写設備点検は、利用状況を顧みて2月の休
館日とその付近で実施した。

【第四四半期内訳】
舞台設備3回(舞台機構･映写設備･照明設備)
ピアノ保守2回(イベントホール・サウンドルーム)
電動シャッター点検　1回
その他設備　6回
(電気設備3回、冷水器3回)

施設の利用方法の変更または新た
なサービス、その他のお知らせの
ホームページ掲載（回数）

8回/年 A

利便性の向上に資する情報
発信を行っており、また利用
者に対して迅速かつ適切な
情報発信がなされたことを評
価する。

27回更新
施設予約の抽選情報、換気に関する資料、施設の平面
図のデータ等のアップロードなど利用者から希望のあっ
た情報を提供した。また、まん延防止、緊急事態宣言に
関わる情報などを都度更新した。

A

展示パネルの操作方法につ
いて作成した動画を活用し、
利便性の高い施設運営に引
き続き取り組まれたい。

57回更新
施設予約の抽選情報、2022年1月のイベントホール改
修、夏休み学生勉強ルームの実施案内(実施期間中は
ほぼ毎日更新)、8月19日の休館日案内、ギャラリーホー
ルの展示パネルの操作方法の動画アップなど。

A

23回更新
施設予約の抽選情報、コロナ感染防止対応(感染拡大状
況に伴う定員の変更など)、催し物案内、ピアノの調律実
施等の情報を発信した。

A
社会状況に応じた運営状況
について、利用者に迅速な
周知を図った。

24回更新【年間累計:131回】
抽選情報、催し物案内、コロナ感染拡大防止に伴う取組
みなどの他、3月の電力逼迫時には早期に情報を発信す
ることに努めた。年度を通し、勉強ルーム事業の情報や
展示パネルの動画公開など新しい取組みを加えながら
情報の発信を頻繁に行った。

指定管理者（学園都市文化ふれあ
い財団）が発行する「情報誌ラララ」
への会館施設情報や実施事業の
記事掲載（回数）

3回/年
年度末の数値をもって評価す
る。

3回掲載
4月…Twitterアカウント紹介
5月・6月…令和4年1月のイベントホール改修工事告知

年度末の数値をもって評価す
る。

1回掲載
8月…休館日告知、デジタルサイネージ広告の募集

年度末の数値をもって評価す
る。

1回掲載
12月…年末年始休館、イベントホール改修工事の告知

A

施設の個別実施事業につい
て、「情報誌ラララ」を活用
し、積極的に情報発信したこ
とを評価する。

2回掲載【年間累計:7回】
1月…2月の抽選会対象期間について
2月…休館日告知

業務関連法令調査による法令一覧
の更新（回数）

1回/年
年度末の数値をもって評価す
る。

1回
ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関連法令等につ
いて調査を実施した。(4月）

年度末の数値をもって評価す
る。

ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関連法令等につ
いて調査を実施済み。(4月）

年度末の数値をもって評価す
る。

ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関連法令等につ
いて調査を実施済み。(4月）

B
ISO9001運営マニュアルに基づき、業務関連法令等につ
いて調査を実施済み。(4月）

６月 ９月 １２月 3月

学園都市センター

評価項目

施
設
の
運
営
に
お
い
て
公
共
性

、
公
平
性

、
公
正
性
が
図
ら
れ
て
い
る
か

定
量
的

定
量
的

団体の経営方針が明確であり、き
ちんとした経理がされていること

管理運営がきちんとできる職員体
制や研修体制がとれていること

施
設
の
管
理
・
運
営
を
安
定
し
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
か

定
性
的

施設の管理運営を安定して行う能
力を有しているか



令和3年度（2021年度）モニタリングシート

施設名

視点
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）
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６月 ９月 １２月 3月

学園都市センター

評価項目

開館日数、開館時間は守られていたか
【確認資料例：条例、規則・日報、月報・事業報
告書】

B

開館日数60日
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため緊急事態宣
言が発出され、その期間のうち4/27～5/31が臨時休館
期間となった。
※休館期間中、オンライン配信などに限り一部利用を認
め、5日の利用があった。また、新型コロナウイルスワク
チン接種の待合室として休館期間中にサウンドルームを
6日間、保健所に貸し出した。他にも、接種会場の一部と
して交流サロンを利用するための調整を行った。

B
8月19日（木）は、八王子オク
トーレの店休日に伴い休館し
た。

開館日数91日
開館時間については、
6月より「まん延防止等重点措置」、7/12より「緊急事態宣
言」が発出され、主に夜間利用区分について一部制限を
実施した。

B

開館日数89日
開館時間については、
10月より「リバウンド防止措置」が発出され、主に夜間利
用区分について一部利用制限を実施した。

B
2月17日（木）は、八王子オク
トーレの店休日に伴い休館
した。

開館日数86日【年間累計326日】
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため緊急事態宣
言が発出され、その期間のうち4/27～5/31が臨時休館
期間となった。
その他の期間については、国や都からの措置を受けて夜
間区分などの一部制限を実施した。

減免の申請手続がなされた場合、適正に処理さ
れているか
【確認資料例：減免申請書・事業報告書・減免
申請に係る帳簿】

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・免除申請書」
の提出を依頼。また、学生については、減免申請の際に
名簿の提出及び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減免対象障害者
団体等登録台帳」及び「障害者団体登録証」を確認し、適
正な処理をしている。
障害者減免件数：1件
大学利用減免件数：0件
学生利用減免件数：22件

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・免除申請書」
の提出を依頼。また、学生については、減免申請の際に
名簿の提出及び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減免対象障害者
団体等登録台帳」及び「障害者団体登録証」を確認し、適
正な処理をしている。
障害者減免件数：0件(累計1件)
大学利用減免件数：0件(累計0件)
学生利用減免件数：20件(累計42件)

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・免除申請書」
の提出を依頼。また、学生については、減免申請の際に
名簿の提出及び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減免対象障害者
団体等登録台帳」及び「障害者団体登録証」を確認し、適
正な処理をしている。
障害者減免件数：0件(累計1件)
大学利用減免件数：6件(累計6件)
学生利用減免件数：82件(累計124件)

B

大学・学生の利用の場合は「利用料減額・免除申請書」
の提出を依頼。また、学生については、減免申請の際に
名簿の提出及び代表者の学生証の提示を求めている。
障害者団体においては「有料公共施設減免対象障害者
団体等登録台帳」及び「障害者団体登録証」を確認し、適
正な処理をしている。
障害者減免件数：0件(年度累計1件)
大学利用減免件数：0件(年度累計6件)
学生利用減免件数75件(年度累計199件)

文書の管理・保存が適切に行われているか
【確認資料例：ファイル基準表・実地調査】

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保存・廃棄を行っ
ている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保存・廃棄を行っ
ている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保存・廃棄を行っ
ている。

B
ファイル基準表をもとに、適切な文書の保存・廃棄を行っ
ている。

修繕等、施設保全が適切に行われているか
【確認資料例：事業報告書・実地調査】

B

修繕4件
①イベントホール調光盤修繕
②イベントホール無線機修繕
③12階女子トイレ便器部品交換修繕
④ギャラリーホール柱修繕
・ホールについては、舞台、音響、照明について点検項目
ごとに日常点検を行っている。
・臨時休館期間中に備品の点検及びセミナー室等の机、
椅子、ハンガー等のビスを締め直した。日常点検に加え、
ホール機器の動作点検を行った。
・令和3年度保全計画を更新した。

B
第2楽屋の天井裏の漏水に
ついては、その後問題ないと
のこと。

修繕5件
①ホールホワイエ空調設備PLC修繕
②光回線工事設備修繕
③第2楽屋天井一部貼り換え修繕(漏水による汚損のた
め)
④ギャラリーホール柱巾木修繕保守
⑤第3.4セミナー室スライディングウォール修繕
・ホールについては、舞台、音響、照明について点検項目
ごとに日常点検を行っている。
・修繕の一部に文化庁補助金を充当できる可能性があ
り、補助金が交付された場合とそうでない場合の修繕計
画を用意した、(補助金の可否については11月末に決定)

B

修繕8件
①貸出用プロジェクター修繕
②12階デジタル大時計液晶バックライト交換
③イベントホール調光卓UPSバッテリー交換
④11階通路塩ビタイル張替え修繕
⑤11.12階全熱交換器エレメントフィルター清掃交換
⑥ホームページWEB申請フォーム対応改修
⑦ギャラリーホール前通路照明器具交換
⑧11階事務室内管球交換
・ホールについては、舞台、音響、照明について点検項目
ごとに日常点検を行っている。
・11月末に文化庁補助金申請が承認され、修繕の一部に
補助金を充当する。

B

文化庁補助金も活用して適
切に修繕を行い、利用者に
とって利便性の高い施設運
営を行った。引き続き修繕の
必要がある箇所が判明次
第、迅速に対応されたい。

修繕10件【年度累計:27件】
①ギャラリーホール照明器具不点修理
②第3セミナー室給気口スリット改修工事
③イベントホール音響配信設備修繕
④イベントホール12.13階扉修繕
⑤イベントホール無線AP設置及びLAN追加工事
⑥事務室内しきり壁一部撤去
⑦Fortigate 61F UTMライセンス5年契約リプレース対応
⑧ギャラリーホール照明器具開口部材脱落防止修繕
⑨ギャラリーホール床面一部貼替修繕
⑩イベントホール第1シーリングスポットライト修繕
・ホールについては、舞台、音響、照明について点検項目
ごとに日常点検を行っている。
・11月末に文化庁補助金申請が承認され、修繕の一部に
補助金を充当した。

備品の管理が適切に行われているか
【確認資料例：備品台帳・実地調査】

B
利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者に支障の
無いよう管理した。

B
備品の調査を行ったところ、
特に問題なかったとのこと。

・利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者に支障の
無いよう管理した。
・備品調査を実施し、報告済み(9/15)
・役員室の机(市備品)が不要となっていたが、廃棄する前
に財団内に照会し、他の所管にて再利用することとなっ
た。

B

・利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者に支障の
無いよう管理した。
・倉庫にあったフィルムミラー4台が不要になったため、希
望を募り市民センター、夢美術館に譲渡し再利用するこ
とになった。

B
・第二四半期に備品調査を実施、回答済み。
・利用後に各備品の数と状態を確認し、利用者に支障の
無いよう管理した。

利用者数　前年度以上（人数） 令和2年度（2020年度）　35,833名
年度末の数値をもって評価す
る。

4-6月　12,174人
前年度同期間　461人(11,713人増)
※前々年度同期間　35,542人(23,368人減)
臨時休館期間や、感染症拡大防止のための利用取消及
び利用減により、新型コロナウイルスの影響が無い時期
の水準には達しなかった。

年度末の数値をもって評価す
る。

7-9月　23,543人　年度累計35,717人
前年度同期間　6,544人(16,999人増)
※前々年度同期間　36,444人(12,901人減)
夜間区分の利用制限や、感染症拡大防止のための利用
取消及び利用減により、新型コロナウイルスの影響が無
い時期の水準には達しなかった。

年度末の数値をもって評価す
る。

10-12月　29,352人　年度累計65,069人
前年度同期間　17,323人(12,029人増)
※前々年度同期間　42,476人(13,124人減)
夜間区分の利用制限や、感染症拡大防止のための利用
取消及び利用減により、新型コロナウイルスの影響が無
い時期の水準には達しなかった。

B

1-3月期　19,342人
前年度同期間　11,505人(7,837人増)
年度累計84,411人
　　(前年比48,578人増･H30年度比78,510人減)
夜間区分の利用制限や、感染症拡大防止のための利用
取消及び利用減により、新型コロナウイルスの影響が無
い時期の水準には達しなかった。

利用者満足度 「大いに満足」、「満足」の割合が80％以上
年度末の数値をもって評価す
る。

第一四半期では調査未実施(第二四半期より調査を開始
し、第三四半期に集計および報告を予定している)

年度末の数値をもって評価す
る。

8月より調査を開始している、
第三四半期に集計および報告を予定している。

年度末の数値をもって評価す
る。

8月～10月末日まで実施
総合満足度　98.3％
※「大いに満足」は前年度より11ポイントアップの63.3％
満足度調査を通して吸い上げた意見のうち、「ギャラリー
ホール前の通路が暗い」についてより省エネなLED照明
機材へ交換し約9倍の照度へ改修した。

A

「大いに満足」が2年連続で
前年度よりポイントアップし
た（令和2年度は前年度比11
ポイントアップ）
※98.3％（実績）/80％（計
画）≒122％

8月～10月末日まで実施
総合満足度　98.3％
※「大いに満足」は前年度より11ポイントアップの63.3％

受付・事務スタッフのサービス介助
士取得率
（期中の新規採用者、休職中職
員、臨時職員等は除く）

100% B
施設としてのサービス向上の
ため、全職員の取得に努めら
れたい。

対象の管理運営対象の管理運営に係る正規職員
4/5(80％)
・新規採用者1名については8月に受講予定

B
施設としてのサービス向上の
ため、全職員の取得に努めら
れたい。

対象の管理運営に係る正規職員4/5(80％)
・新規採用者1名が8月に受講を完了した(対象外）
・対象の管理運営対象の管理運営に係る正規職員のう
ち、未取得の1名は防災介助士講習を受講し、資格取得
を予定している。

B
施設としてのサービス向上の
ため、全職員の取得に努めら
れたい。

対象の管理運営に係る正規職員4/5(80％)
・新規採用者1名が8月に受講を完了した(対象外）
・対象の管理運営に係る正規職員のうち、未取得の1名
は防災介助士講習を受講し、資格取得を予定している。

B
施設としてのサービス向上
のため、全職員の取得に努
められたい。

対象の管理運営に係る正規職員4/5(80％)
・新規採用者1名が8月に受講を完了した(対象外）
・対象の管理運営に係る正規職員のうち、未取得の1名
は防災介助士講習を受講し、資格を取得した。

SNS（Twitter）の情報発信（回数） 10回/月 A
SNSでの情報発信を通じ、施
設としての知名度向上が図ら
れていることを評価する。

累計65回
4月：16回　5月：22回　6月：27回
休館期間中の点検の様子を写真で投稿、緊急事態宣言
の延長などの情勢に応じてこまめに情報を発信した。

A

特に「夏休み学生勉強ルー
ム」実施の際に、効果的に
SNSを運用したことを評価す
る。

期間中累計135回
7月：47回　8月：56回　9月32回
7月下旬～8月中に「夏休み学生勉強ルーム」を実施し、
期間中は毎日開催状況についての発信を行った。
※勉強ルーム来場者にヒアリングしたところ、多くが
Twitterを参照して来場しているとのことだった。

A

日々の施設における取組に
ついて積極的に発信するな
ど、利用者に対するPRに努
めたことを評価する。

期間中累計106回
10月：45回　11月：36回　12月：25回
コロナウイルスの感染拡大状況に応じた施設対応につい
てこまめに発信した。ビルのガラス面清掃や、消防訓練
の様子などを写真付きでアップし、PRに努めた。

A

SNSを活用し、情報収集や
継続的な情報発信を行うこと
で、利用者の増加に向け取
り組んだことを評価する。

期間中累計78回【年度累計：384回】
1月：29回　2月：20回　3月：29回
コロナウイルスの感染拡大状況に応じた施設対応のほ
か、ビルの様子や、駅前の天候、消防訓練の様子などを
写真付きでアップし、PRに努めた。

事故・苦情の発生件数に対する対
応状況（対応割合）

100% B

【事故】物損等2件　【その他】5件　【苦情】3件
・物損等2件は経年劣化等によるもので、いずれも早期に
復旧している。
・その他のうち4件は不審者による館内飲酒、居座り等。
ビル警備や警察と連携して対処し、情報を共有済み。残
り1件はワクチン会場来場者によるビル警備スタッフへの
意見を仲介したもの。
・苦情のうち2件はコロナ禍における廊下やエレベータ内
などの共有部分でのマナー遵守に関するものだった。掲
示物を新たに設置し、混雑の想定される時間の巡回、主
催者へ利用毎に注意喚起を行うことで対応済み。
・苦情のうち1件は施設の定員制限緩和に係る利用変更
の案内手続きに関するもので、誤った案内をしたことによ
るもの。利用者へお詫びをし訂正をした。情報共有を徹
底し、還付や変更に関わる利用制限は都度文書で明確
にし共有することで対応する。

B

【事故】物損3件　【その他】3件　【お客様の声】3件
・物損1件…楽屋天井より水漏れが発生。空調設備の結
露によるもので、復旧し天井は修繕済み。特に夏季は全
熱交換器の常時稼働とし、担当者が管理をする。
・物損1件…経年劣化により鍵が破損。修繕済み。
・物損1件…備品破損(施設の瑕疵なし)弁償済み。
・その他1件…コロナ対策の「利用条件同意書」への違
反。厳重注意とし、今後の利用については慎重に扱う。
・その他2件…不審者、いたずら電話によるもの。不審者
については大きなトラブルにならず退出した。いたずら電
話は9/29のみで、その後は無し。対応を課内で再確認し
た。
・お客様の声3件…キャンセルについて行き違い・搬入出
経路の案内について・利用料金の還付基準についての
意見あり。対応について周知確認を行い、配布資料を更
新。課内及び他館と情報共有を行った。

B

新型コロナウイルス感染症の
影響で変化が生じている利
用者からのニーズへの対応
に努めている。

【事故3件】①利用者が展示設営作業中にスポットライト1
台を落とし破損。弁償済み。②利用者が机の移動中に
キャスターが破損。修理済み。③当課職員が舞台転換時
にマイク1本を巻き込みヘッドカバーを破損。修理済み。
【お客様の声7件】
[要望4件]①ダンスの手袋着用要請を止めてほしい…各
ガイドラインを確認し利用条件を改訂した。②先行予約の
手順を明確にしてほしい…手順を修正し、FAQをホーム
ページに掲載した。③リモート会議等に対応した設備を整
えてほしい。…新たに機器を導入する予定④クレジット
カードや電子マネーに対応してほしい…検討課題とする。
[苦情2件]①展示案内のDMに主催者の連絡先が記載さ
れていない…改めて周知をするよう課内で確認した②利
用中に一般来館者や清掃業者が誤って入室した…立ち
入り禁止の掲示を作成し、清掃業者には厳重注意した。
[その他]謝辞1件

B
利用者からの声に対して、
迅速かつ適切に対応したこ
とを評価する。

【事故6件】①利用者がホワイトボードキャスター部分を破
損。修繕済み。②不審者が来所し窓口に居座ったため警
察に連絡した。(その後来所なし)③利用者がホワイトボー
ドのキャスター部分を破損。修繕済み（①と同じ備品の逆
の足だったため経年劣化と思われる)④ギャラリー天井
LED照明のアルミフレームが落下。人身事故には至ら
ず。修繕対応済。⑤八王子国際協会の吊り扉が破損し開
閉不能となった。その後扉は撤去し、シャッター開閉で管
理することとした。⑥ギャラリー利用者が展示パネルアン
カーを上げ忘れ、床面に擦り傷がついた。令和4年度剥
離清掃予定。
【お客様の声3件】①イベント主催時の消毒液等は施設側
から提供してほしい…参考とした②ギャラリーホール壁面
の汚れや補修跡の指摘…R4年度前期に修繕を計画③
歌を歌うイベントでの利用のため定員は半数で行ってい
る。利用料を割引してほしい。…参考とした
・年間を通し「お客様の声」「事故報告」システムで全件対
応済み。
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令和3年度（2021年度）モニタリングシート

施設名

視点
所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月 3月

学園都市センター

評価項目

利用者からの苦情処理の体制がと
れていること

利用者等からの相談及び苦情に適切に対応し
ているか
【確認資料例：相談、苦情をまとめた整理帳簿】

B
お客様の声対応システムにより対応している。
(発生した苦情の詳細については上記項目に記載)

B
お客様の声対応システムにより対応している。
(発生した苦情の詳細については上記項目に記載)

B
お客様の声対応システムにより対応している。
(発生した苦情の詳細については上記項目に記載)

B
お客様の声対応システムにより対応している。
(発生した苦情の詳細については上記項目に記載)

A

通常時と異なる利用条件等
が生じるなか、利用者にとっ
て明朗な施設運営をするた
めに「施設の利用条件同意
書」の記載内容をより分かり
やすく変更するなどの対応を
とったことを評価する。

・利用を希望する方へ「施設の利用条件同意書」への同
意をいただき、コロナ禍での利用においても安全安心な
施設運営に務めた。
・消毒液の電動ディスペンサーの導入など、必須となって
いる手指の消毒についてより安全円滑に行えるよう、環
境の整備を進めた。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウイルスの
ワクチン会場として使用するため、各種調整を行ったほ
か、接種時間外の来館者対応や電話での問い合わせ
や、忘れ物の問合せなど、計111件の対応を行った。
・利用の取消や変更などの手続きについて、来館しなくて
も行うことができるように、ホームページ上に申請フォー
ムを整備することとした。

A

交流サロンが会場となってい
る新型コロナウイルスのワク
チン接種について、前期に引
き続き対応がとられているこ
とを評価する。また、導入した
除菌装置を活用し、引き続き
安心安全な施設運営に努め
られたい。
利用の変更等の手続きをオ
ンラインでできるよう取組を進
めており、他の施設でも活用
できるように工夫していた。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」への同意を
いただき、コロナ禍での利用においても安全安心な施設
運営に務めた。
・ピアノや精密機器等の消毒液での除菌が困難な備品に
対し、UVC(紫外線)での除菌装置を導入し、より安心安全
な貸し出しを行う体制を整えた。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウイルスの
ワクチン会場として使用するため、休館日の清掃作業や
消防設備点検等による各種調整を行ったほか、接種時
間外の来館者対応や電話での問い合わせ・忘れ物の問
合せなど、期間中に計50件の対応を行った。
・利用の取消や変更などの手続きについて、来館せず行
うことができるように、ホームページ上に申請フォームを
整備することとし、業者とシステム構築を進めた。

A

申請フォームの導入により、
利用者にとっての利便性を高
めるとともに電話・窓口対応
の人的・時間的コストの削減
に取り組んだことを評価す
る。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」への同意を
いただき、コロナ禍での利用においても安全安心な施設
運営に務めた。各種ガイドラインを確認し、ダンス利用の
条件を一部緩和するなどの調整を行った。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウイルスの
ワクチン会場として使用するため、消防設備点検等によ
る各種調整を行ったほか、接種時間外の来館者対応や
電話での問い合わせ・忘れ物の問合せなど、期間中に計
41件の対応を行った。
・利用の登録や同意書の提出などの手続きについて、来
館せず行うことができるように、ホームページ上に申請
フォームを整備した。(12/20より稼働)

A

年間を通じて、交流サロンが
会場となっている新型コロナ
ウイルスのワクチン接種に
協力した。また、申請フォー
ムの導入により、新規利用
者の増が図られたことを評
価する。

・利用希望者には「施設の利用条件同意書」への同意を
いただき、コロナ禍での利用においても安全安心な施設
運営に務めた。年間を通し、ガイドラインを確認し条件を
調整した。
・八王子市保健所が交流サロンを新型コロナウイルスの
ワクチン会場として使用するため、接種時間外の来館者
対応や電話での問い合わせ、忘れ物の問合せなど、期
間中に計67件の対応を行った。
・利用の登録や同意書の提出などの手続きについて、来
館せず行うことができるように、ホームページ上に申請
フォームを整備した。(12/20より稼働し、年度末までに約
60件利用あり)

利用料金収入　前年度以上 令和2年度（2020年度）　17,858,010円
年度末の数値をもって評価す
る。

4月-6月
4,163,480円(前年度比3,902,530円増)

年度末の数値をもって評価す
る。

7月-9月　8,082,090円(前年度比3,798,030円増)
累計　12,245,570円(前年度同月比7,700,560円増)

年度末の数値をもって評価す
る。

10-12月　9,785,790円(前年度比2,061,160円増)
累計　22,031,360円(前年度同月比9,761,720円増)

―

令和2年度より年間を通じて
新型コロナウイルス感染症
の影響が生じているため、
評価対象外とする。

1-3月　5,837,720円(前年度比249,350円増)
累計　　27,869,080円(前年度比10,011,070円増)
R2年度よりは回復傾向にある。年度を通し新型コロナウ
イルスの感染拡大に伴う一部利用制限及び利用中止や
自粛などの影響を受けた。

管理経費（人件費を除く）年度収支
計画以下

95,095,000円／年
年度末の数値をもって評価す
る。

年度末の数値をもって評価することとなっている。 B
消耗品の執行留保や時間外
勤務の削減を通して経費削
減の取り組みを強化した。

令和3年度　決算額86,835,749円（執行率91%）

イベントホール　100％
年度末の数値をもって評価す
る。

80.4％(6月単月71.4％)
緊急事態宣言の発出や臨時休館に伴い、休館期間以外
の催し物も影響を受け中止になった。ダンス等趣味の利
用が中止になる一方で、企業等の研修などの利用を希
望する問合せが増え、舞台職員が勤務を調整し対応し
た。

年度末の数値をもって評価す
る。

81.8％(9月単月86.2％)
※年度累計81.3％
ダンス等趣味の利用や、夜間22時までの予定でスケ
ジュールを立てていた利用者などによる夜間利用区分の
制限に伴うキャンセルが発生した。

年度末の数値をもって評価す
る。

93.3％(12月単月86.2％)
※年度累計85.8％
ダンス利用の手袋着用要請を廃止するなど、安全と両立
しながら徐々に利用を取り戻している。

―

72.2％(3月単月70.0％)
【年度累計:83.3％】
年度を通じて回復傾向にあったが、1-3月はコロナウイル
スの感染拡大のため再び利用率が下がった。

ギャラリーホール　80％

年度末の数値をもって評価す
る。
他施設に比べ、特に利用率
が低迷している状況が見受
けられるため、改善に向け検
討されたい。

33.6％(6月単月27.3％)
緊急事態宣言の発出や臨時休館に伴い、休館期間以外
の催し物も準備期間が不足するなどの影響を受け中止
になった。

年度末の数値をもって評価す
る。

62.1％(9月単月49.1％)
※年度累計51.2％
緊急事態宣言の発出等に伴い、感染症対策のための
キャンセルや、準備期間が不足するなどの理由による
キャンセルが発生した。

年度末の数値をもって評価す
る。

69.9％(12月単月72.2％)
※年度累計58.3％
諸室の定員が100％に戻ったため、会議等多目的利用は
減少したが、感染拡大状況が落ち着いていたことから展
示利用については概ね予定通り開催された。

―

56.3％(3月単月53.6％)
【年度累計：57.7％】
6月に諸室の定員が100％に戻ったため、会議等多目的
利用は減少したが、展示利用については前年に比べ概
ね予定通り開催された。

セミナー室他　95％
年度末の数値をもって評価す
る。

78.1％(6月単月71.3％)
趣味やサークルなどの利用が減となったが、Web会議な
どでの利用が増加傾向にある。緊急事態宣言の発出に
よる利用の中止や、夜間の利用制限(20時まで)により利
用が困難なためキャンセルする事例が多く見られた。

年度末の数値をもって評価す
る。

83.4％(9月単月85.7％)
※年度累計82.1％)
緊急事態宣言の発出による利用の中止や、夜間の利用
制限により利用が困難なためキャンセルする事例が発生
した。

年度末の数値をもって評価す
る。

90.3％(12月単月89.2％)
※年度累計85.2％
趣味のサークルの利用なども戻りつつある。

―

78.1％(3月単月79.2％)
【年度累計:83.3％】
1～2月はコロナウイルスの感染拡大のため再び利用率
が下がった。3月以降回復傾向にある。

大学・学生の利用 300件/年

年度末の数値をもって評価す
る。
（学生利用の促進について引
き続き努められたい。）

4月-6月
29件
(大学ほか学校教育団体等7件・学生団体22件)

年度末の数値をもって評価す
る。
（学生利用の促進について、
新規利用者の獲得に努めら
れたい。）

7月-9月
68件　※累計97件
(期中内訳：大学ほか学校教育団体16件・学生団体20
件・勉強ルーム利用32件)

年度末の数値をもって評価す
る。

10-12月
88件　※累計185件
(期中内訳：大学ほか教育団体6件・学生団体82件)

―

目標を下回った要因としては
新型コロナウイルス感染症
の影響が大きいことから、本
項目については評価対象外
とする。

1-3月
75件　【年度累計260件】
(期中内訳：大学ほか教育団体0件・学生団体75件)

大学コンソーシアム八王子の事業拠点としての
連携・協力（イベント実施時の受付業務サポート
等）

A

イベントのオンライン開催な
ど通常と異なる開催方式に
対しても柔軟な対応をとっ
た。

1回
BIG WEST学生フェスティバルの開催期間に緊急事態宣
言の発出及び臨時休館となったが、一部をオンライン開
催するため大学コンソーシアム八王子の担当者と調整を
行った。

A

大学コンソーシアム八王子と
事業について情報共有を図
ることで、効率的な対応をとっ
た。

・大学コンソーシアム八王子の担当と情報共有を図り、担
当職員不在時の取次ぎ対応を行った(学生企画事業補助
金申請など)
・夏休み子どもいちょう塾のイベント時に業務サポートを
行った。(イベント対応及び後片付けなど）

A

事業の円滑な運営に向け連
携をするほか、相互に情報共
有を図ることで大学コンソー
シアム八王子に加盟する大
学等からの施設利用を得る
などの効果があった。

12/4.5学生発表会において、担当職員不在時の取り次ぎ
対応及び受付や進行管理・ギャラリーホールへの会場転
換時の設営作業を行った。

A

大学コンソーシアム八王子
事業に協力したほか、相互
に情報共有を図り、施設とし
ては大学等の利用促進につ
なげた。

年間を通し、大学コンソーシアム事業実施日に担当者不
在の取り次ぎ対応及び受付などの補助を行った。
また、事業の無い日についても宅配物の受け取りや学生
委員会の戸締り対応などを行った。

八王子学園都市大学事業への連携・協力 A

新型コロナウイルスの影響に
より、学園都市センター、学
園都市大学ともに問い合わ
せが増加したが、相互に協力
して対応した。引き続き円滑
な運営に向け連携を深めて
ほしい。

・新型コロナウイルスの影響により学園都市大学の5月の
講座は中止となったため、問い合わせの対応などを行っ
た。
・6、7月より開講するため、講座の申し込み受付等をサ
ポートした。

A

八王子リカレント教育支援ア
プリ「はちリカ」リリースについ
て、積極的に協力したことを
評価する。

・講座の申し込み受付、来場者の検温等をサポートした。
・八王子リカレント教育支援アプリダウンロード特典のトー
トバッグの配布について、ワクチン接種会場や学園都市
大学の受講生にPRし積極的な配布を行った。(9月末時
点の残数10個)

A

八王子学園都市大学の託児
利用に対し、施設の整理を行
うことでより円滑な運営につ
なげたことを評価する。

・講座の申し込み受付、来場者の検温等をサポートした。
・八王子リカレント教育支援アプリダウンロード特典のトー
トバッグの配布について、ワクチン接種会場や学園都市
大学の受講生にPRし積極的な配布を行った。(10月に受
託分500個を配布完了した)
・和室を整理して学園都市大学託児用の玩具を収納でき
るようにし、準備と撤収の時間短縮を図った。

A

施設として職場環境の整備
により、八王子学園都市大
学の効率的な運営について
連携し、運営効率的な対応
をとった。

・学園都市大学職員の受付への導線を改善するため、事
務室内のしきり壁を一部撤去する工事を行った。

年間を通し講座受付や問合せのサポートと共に、使用備
品の収納場所などの環境改善に協力した。

本市の学園都市づくりに即した管
理運営がなされていること

「はちおうじ学園都市ビジョン」に基づく、本市の
学園都市づくりに即した管理運営がされている
か
【ヒアリング等で確認】

A

明星大学の授業への参加を
通し、より学生が利用しやす
くなるような施設運営の検討
がなされたことを評価する。

・明星大学デザイン学部3年生の地域連携科目「企画表
現演習5」に協力し、課題である「学園都市センターの学
生利用率向上」について、課外授業で施設を提供、施設
見学、運営等の個別質問に対応した。5月の中間プレゼ
ンテーションに参加し、力を入れてほしい具体案について
アドバイスした。
・上記のプレゼン内容から現役学生の意見を取り入れ、
一部セミナー室の空き区分を学生用の勉強スペースとし
て開放する事業を起案(6/28)7月下旬～8月中に実施予
定。

A

「夏休み学生勉強ルーム」を
試験的に実施し、学生のニー
ズに沿った施設の管理運営
に努めたことを評価する。ま
た、今回の実施結果を、今後
の運営に反映されたい。

・現役学生の意見を取り入れ、一部セミナー室の空き区
分を学生用の勉強スペースとして開放する事業「夏休み
学生勉強ルーム」を実施した。(7/19～8/31)
期間中は高校生を中心とした計32件の利用があった。
この実績を鑑みてニーズの存在を確認し、継続的な利用
に繋げるため今後において貸出施設以外での実施を検
討することとした。

A

利用団体のイベント等の周知
に積極的に協力することで、
学生団体等との繋がりを創
出している。今後の利用につ
ながっていくよう、引き続き取
り組まれたい。

学生団体のイベントホール・ギャラリーホール利用などを
リツイートしPRの後押しに努めた。
大学コンソーシアム八王子を通じて学会の会場としてセミ
ナー室の利用について打診があり、事前調整などを行っ
た。(12/27)

A

大学授業への参加を通じた
意見聴取をもとに「夏休み学
生勉強ルーム」を実施する
など、学園都市づくりに即し
た管理運営を行った。

本年度は明星大学デザイン学部の地域連携科目へ協力
を行い、その中で提唱された勉強スペースの提供などを
実際に事業として実施した。
また、大学コンソーシアム八王子を通じて会場利用につ
いて打診があり事前調整などを行った。

「環境にやさしい八王子市役所エコアクションプ
ラン」及び「八王子市役所環境マネジメントシス
テムガイドライン」に基づく、環境に配慮した管
理・運営が行われているか
【ヒアリング等で確認】

B
節電・節水への協力ポスターを館内に掲示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印刷、裏紙の使用
などによる省資源化に努めた。

B
節電・節水への協力ポスターを館内に掲示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印刷、裏紙の使用
などによる省資源化に努めた。

B

・節電・節水への協力ポスターを館内に掲示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印刷、裏紙の使用
などによる省資源化に努めた。
・振込依頼の管理簿の冊子やスタッフ間の連絡メモを
データに移行し、紙資源の削減に努めた。

B

・節電・節水への協力ポスターを館内に掲示している。
資料の簡素化、文書の電子化、両面印刷、裏紙の使用
などによる省資源化に努めた。
・振込依頼の管理簿の冊子やスタッフ間の連絡メモを
データに移行し、紙資源の削減に努めた。

エネルギーの使用削減施策は実施しているか
【ヒアリング・資料等で確認】

B

環境への配慮及び新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、利用状況に合わせ必要最小限の時間と範囲で空
調や照明を運転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。特に夜間は利用制限等もあり早い時間に利用
が終了する日も多かったため、警備やビル管理と連携し
て使用しないフロアを点検した後に施錠・消灯と空調のオ
フを行った。

B

・環境への配慮及び新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、利用状況に合わせ必要最小限の時間と範囲で空
調や照明を運転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。特に夜間は利用制限等もあり早い時間に利用
が終了する日も多かったため、警備やビル管理と連携し
て使用しないフロアを点検した後に施錠・消灯と空調のオ
フを行った。

B

・環境への配慮及び新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、利用状況に合わせ必要最小限の時間と範囲で空
調や照明を運転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。特に夜間は利用制限等もあり早い時間に利用
が終了する日も多かったため、警備やビル管理と連携し
て使用しないフロアを点検した後に施錠・消灯と空調のオ
フを行った。

B

・環境への配慮及び新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、利用状況に合わせ必要最小限の時間と範囲で空
調や照明を運転、点灯するなど、積極的な省エネルギー
に努めた。特に夜間は利用制限等もあり早い時間に利用
が終了する日も多かったため、警備やビル管理と連携し
て使用しないフロアを点検した後に施錠・消灯と空調のオ
フを行った。
・照明のLED化は館内ほぼ全てで完了しているが、年数
が経ったものについて更に電力効率の良い製品に換装
を行った。

目標を下回った要因としては
新型コロナウイルス感染症
の影響が大きいことから、本
項目については評価対象外
とする。

指定申請提案書「利用者の誘致・
拡大に関する方策」に掲げた日数
利用率目標値を基に単年度目標値
を設定

学園都市づくりに資する事業協力
がなされていること

資源の有効活用など環境に配慮し
た管理運営がされていること
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視点
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コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

所管課
評価

所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

期末評価
所管課
コメント

指定管理者
自己評価（コメント）

６月 ９月 １２月 3月

学園都市センター

評価項目

個人情報保護関連研修（情報セ
キュリティ・マイナンバー等）への参
加（回数）

1回/年
年度末の数値をもって評価す
る。

第一四半期　実施無し
※9月・10月に実施予定

年度末の数値をもって評価す
る。

9/18.25.26
外部機関による情報セキュリティ研修(1名)
※財団による情報セキュリティ研修を10月に受講予定

年度末の数値をもって評価す
る。
ITパスポートの取得は自発的
な新たな取組である。その効
果を検証し有効なものであれ
ば財団内で共有を図るよう期
待したい。

・10/5.12　財団主催情報セキュリティ研修(5名)
・ITパスポート(IPA情報処理機構・国家資格)資格取得2
名

B
課内研修１回・外部研修1回・財団主催研修1回に参加。
課の自発的な取り組みとしてITパスポート資格を取得し
た(2名)

防災・消防訓練参加（回数） 2回/年 B

1回
・6/24　八王子スクエアビル全体の消防訓練を実施。(4
名参加)
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて緊急時対応職
員の役割分担を確認している。

B
期間中における防災・消防訓練の実施は無し
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて緊急時対応職
員の役割分担を確認している。

B

2回
・10/20　南大沢文化会館避難訓練コンサート(2名参加)
・11/18　八王子スクエアビル全体の消防訓練を実施。(2
名参加)
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて緊急時対応職
員の役割分担を確認している。

A

財団の他部署が実施する訓
練にも積極的に参加し、計
画以上の回数の訓練に参加
し、有事に備えた。

1回【年度累計:4回】
・1/8　いちょうホール避難経路説明会(1名参加)
・有事の避難対応について、毎日朝礼にて緊急時対応職
員の役割分担を確認している。

AED資格取得率（舞台含む、また
期中の新規採用者及び休職中職
員等は除く）

100% B
有事に備え、全職員の取得
を目指されたい。

プロパー　窓5・舞台2+嘱託1+臨職8(100％)
※期間中の新規採用職員1名については11月に受講を
予定。

B
有事に備え、全職員の取得
を目指されたい。

プロパー　窓5・舞台2+嘱託1+臨職8(100％)
※期間中の新規採用職員1名については11月に受講を
予定。

B
プロパー　窓6・舞台2+嘱託1+臨職8(100％)
※期間中の新規採用職員1名は11/2に資格取得済み。

B プロパー　窓6・舞台2+嘱託1+臨職8(100％)

個人情報の取り扱いが適切である
こと

個人情報の適切な管理のため必要な措置が講
じられているか
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業計
画）・事業報告書】

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準拠した保護対
策を財団の各規程等で定め、実施している。

B
・八王子市情報セキュリティーポリシーに準拠した保護対
策を財団の各規程等で定め、実施している。
・情報セキュリティ実施手順の一部改訂を実施。

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準拠した保護対
策を財団の各規程等で定め、実施している。

B
八王子市情報セキュリティーポリシーに準拠した保護対
策を財団の各規程等で定め、実施している。

指定管理者が加入しなければならない保険に
加入しているか
【確認資料例：保険証券】

B
施設・受託物賠償責任保険に加入。その他、レジャー・
サービス施設費用保険(事故等の場合に見舞金等を対
応)に加入している。

B
施設・受託物賠償責任保険に加入。その他、レジャー・
サービス施設費用保険(事故等の場合に見舞金等を対
応)に加入している。

事故や災害発生時の緊急時の対応が適正に行
われたか。また、適正に行えるよう体制が整っ
ているか。
【確認資料例：マニュアル・事業計画書（事業計
画）・事業報告書】

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理責任者となり、
利用者の安全を最優先に、財団の「災害時対応マニュア
ル」や八王子スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認している。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に情報共有でき
るよう体制を整えている。

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理責任者となり、
利用者の安全を最優先に、財団の「災害時対応マニュア
ル」や八王子スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認している。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に情報共有でき
るよう体制を整えている。

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理責任者となり、
利用者の安全を最優先に、財団の「災害時対応マニュア
ル」や八王子スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認している。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に情報共有でき
るよう体制を整えている。

B

・主幹(防火防災管理資格者)が危機管理責任者となり、
利用者の安全を最優先に、財団の「災害時対応マニュア
ル」や八王子スクエアビル「地震対応マニュアル」を基に
即時対応する。
・毎日朝礼で緊急時の役割分担を確認している。
・緊急連絡網を作成し、有事の際は迅速に情報共有でき
るよう体制を整えている。
・「学園都市センター 施設の発生後安全確認点検項目」
を元に地震発生後に迅速な対応をし、サイボウズにて経
営管理課へ報告している。

期末総合評価

所管課コメント

B
【施設の管理・運営を安定して行うことができるか】
年間を通じて計画以上の有資格者を配置し、部署内外の研修を受講しやすい環境づくりを進めて職員の研修受講を促したことにより、安定した施設の管理・運営を行った。
【施設の運営において公共性、公平性、公正性が図られているか】
適宜、修繕を実施し、また社会状況に応じた施設の運営状況について迅速な情報発信を行うことで、公共施設として適切な運営を行った。
【施設のサービス向上、利用者の増加等を図る施策が図られているか】
利用者からの声に迅速かつ適切に対応した。また、SNSでの情報発信や積極的な情報発信、ホームページ上の申請フォームの新設により、施設の知名度向上及び新規利用者の獲得に努めた。
【事業の達成目的が明確で、具体的な事業計画に基づいて事業が行われているか】
利用率や大学・学生の利用件数について、（新型コロナウイルス感染症の影響もあるが）目標値達成に向け取り組まれたい。利用者等からの意見を運営に反映したことを評価する。

【総括】部署内外の研修への積極的な参加やIT環境の整備による事務処理のDX化を進め、効率的かつ安定した施設の運営を行った。また、SNSの活用や申請フォームの新設、「夏休み学生勉強ルーム」の実施など、施設独自の取り組みを新しく実施することで、利用者増や本市の学園都市づくりに即した施設の管理運営に努めたことを評価する。
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緊急（防火・防犯等）対応等危機管
理体制が取られていること


